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井
原
西
鶴
の
『
好
色
五
人
女
』（
貞
享
三
年
〔
一
六
八
六
〕
刊
）
の

巻
四
「
恋
草
か
ら
げ
し
八
百
屋
物
語
」
を
論
じ
る
際
に
、
お
七
に
つ
い

て
の
実
説
を
知
り
う
る
資
料
と
し
て
常
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
、『
天

和
笑
委
集
』
で
あ
る
。
著
者
未
詳
の
写
本
と
し
て
十
数
点
が
現
存
し
お

り
、
貞
享
年
間
の
成
立
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
登
場
人
物
の
言
動
が
あ
ま
り
に
詳
細
に
記
述
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
語
り
口
は
饒
舌
か
つ
奔
放
で
あ
る
。
そ
の
作
為
的
な

不
自
然
さ
に
つ
い
て
は
丹
羽
み
さ
と
氏
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
お

り
（
注
１
）、
さ
ら
に
は
矢
野
公
和
氏
に
よ
っ
て
、
宝
永
三
年
以
降
に

上
演
さ
れ
た
八
百
屋
お
七
物
の
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
影
響
を
受
け
た
も

の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
定
も
な
さ
れ
て
い
る
（
注
２
）。

本
稿
は
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、『
天
和
笑
委
集
』
の
諸
本
と
そ
の

内
容
と
を
考
察
し
、
現
存
す
る
も
の
は
い
ず
れ
も
柳
亭
種
彦
が
筆
写
し

た
も
の
を
祖
本
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
七
の
実
説
を
検
討
す
る
際
の

資
料
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
を
示
す
。

な
お
、
そ
の
こ
と
が
「
恋
草
か
ら
げ
し
八
百
屋
物
語
」
の
理
解
と
ど

う
か
か
わ
る
の
か
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ま
と
め
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご

参
照
い
た
だ
き
た
い
（
注
３
）。

　
　

一
、『
天
和
笑
委
集
』
の
現
存
諸
本

国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

に
、
本
書
の
所
蔵
は
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

【
写
】
国
会
（
八
巻
八
冊
）、
静
嘉
堂
文
庫
（
天
和
笑
委
集
第
九
抜

書
を
付
す
、四
冊
）（
三
冊
）、宮
書
（
二
冊
）、慶
大
幸
田
（
六
冊
）、

東
大
洒
竹
（
翟
巣
雑
纂
五
五
‐
五
七
）、
東
北
大
狩
野
（
増
補
本
、

六
冊
）、
都
史
料
（
三
冊
）、
岩
瀬
（
六
冊
）、
高
木
（
天
保
七
写

三
冊
）【
複
】〔
活
〕
新
燕
石
十
種
五

　
　
『
天
和
笑
委
集
』
の
諸
本
と
成
立
に
つ
い
て

有　

働　
　
　

裕
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茨
城
大
菅
、
第
五
〜
八
存

『
新
燕
石
十
種
』
巻
五
（
中
央
公
論
社
・
昭
和
五
十
七
年
）
に
収
め
ら

れ
て
い
る
の
は
国
立
国
会
図
書
館
本
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
部
未
見
の
も
の
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
奥
書
等
に
つ
い
て
の
調

査
結
果
を
、「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
記
載
順
に
、

以
下
に
報
告
す
る
。
い
ず
れ
も
大
本
の
写
本
で
、外
題
内
題
と
も
に「
天

和
笑
委
集
」。
完
本
は
全
十
三
巻
。
各
本
に
朱
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が

み
ら
れ
、
そ
の
箇
所
と
内
容
と
に
は
多
少
の
異
同
が
あ
る
。

⑴
国
立
国
会
図
書
館
本
（
三
冊
）

以
下
の
よ
う
な
奥
書
を
有
し
て
い
る
。
他
の
本
の
も
の
と
の
比
較
の

た
め
に
、
便
宜
上
Ａ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
四
つ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
Ａ

①
〜
④
と
示
す
こ
と
に
す
る
。

Ａ
①

此
書
は
武
蔵
あ
ぶ
み
に
な
ら
ひ
て
作
る
も
の
か　

六
之
巻
堺
町

の
条
は
江
戸
噺
よ
り
く
は
し

　
　

八
之
巻
不
忍
池
上
野
の
花
見
の
条
は
紫
の
一
本
に
似
て
を
か
し

　
　

此
双
紙
も
う
た
が
ふ
ら
く
は
茂
睡
の
作
か

天
和
火
災
の
刻
あ
ら
ま
し
を
書
記
し
て
貞
享
年
に
浄
書
の
と
き

所
々
増
補
せ
し
も
の
な
る
べ
し

　
　
　

文
政
癸
未
二
月
廿
五
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

柳
亭
種
彦

Ａ
②

可
惜
二
ノ
巻
ヲ
闕
お
き
な
は
ん
と
す
れ
ど
類
本
な
し

（「
後
捕
ヒ
テ
全
備
セ
リ
」
の
朱
の
頭
書
あ
り
）

天
保
九
戌
年
六
月　

柳
亭
先
生
蔵
出
ヲ
写　

豊
芥
文
庫
に
納

Ａ
③

文
久
三
年
癸
亥
正
月
、
流
覧
一
過
、

　
　
　
　
　
　

江
戸
書
儈　

　
　
　
　
　
　

法
斎
悟
一
桜
井
蛙
麿

　
　

同
年
十
月
中
浣
一
校
了　

　
　
　
　
　
　

男　

左
七
活
東
子

Ａ
④

此
天
和
笑
委
集
前
三
冊
ハ
小
宮
山
南
梁
翁
ヨ
リ
譲
與
セ
ラ
レ
シ

本
也　

後
三
冊
ハ
堀
越
痴
仙
翁
ノ
蔵
本
ヲ
借
覧
シ
テ
之
ヲ
補
写
シ

全
部
完
全
ノ
モ
ノ
ト
ナ
セ
リ

明
治
廿
九
年
二
月
廿
三
日
起
筆
三
月
三
日
終
業　

知
味
斎
主
人

⑵
静
嘉
堂
文
庫
本

静
嘉
堂
文
庫
に
は
二
種
の
写
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
仮
に
こ
れ
を

甲
本
・
乙
本
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
に
す
る
。

・
静
嘉
堂
文
庫
本
甲
本
（
三
冊
）

以
下
の
よ
う
な
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
国
会
本
と
同
文
の
部
分
は

記
号
で
示
し
、
省
略
し
た
。

　

文
政
癸
未
二
月
廿
五
日　

　

柳
亭
種
彦

　
　

＋

Ａ
②

　
　

＋
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Ａ
③

・
静
嘉
堂
文
庫
本
乙
本
（
四
冊
）

外
題
は
「
天
和
笑
委
集　

江
戸
火
災
記
」。
巻
四
、
巻
十
に
は
省
略

部
分
が
多
く
、
朱
書
き
で
そ
の
梗
概
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
一
巻
冒
頭
の
総
目
録
の
後
に
次
の
よ
う
な
附
記
が
あ
る
。
以
下
、

こ
の
文
章
を
Ｂ
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

此
書
は
天
和
二
年
の
大
火
此
事
を
委
し
く
誌
し
た
も
の
に
て　

同

年
十
一
月
廿
八
日
川
田
ケ
窪
よ
り
出
火　

芝
の
海
浜
三
田
麻
布
に

至
る

同
十
二
月
廿
日
再
び
駒
込
大
圓
寺
よ
り
出
火
し
て
霊
巌
嶋
本
所
深

川
に
至
る　

こ
の
火
事
を
世
に
お
七
火
事
と
云
八
百
屋
の
娘
お
七

か
付
た
る
は
此
火
事
に
な
ら
ず　

大
圓
寺
の
火
事
に
其
家
焼
け
て

寺
院
へ
立
退
美
少
年
に
通
し
て
后
翌
年
の
春
八
百
屋
の
家
普
請
成

て
後
近
隣
の
町
屋
に
火
を
放
ち
し
か
と　

事
な
ら
す
し
て
消
た
る

由
也

末
に
お
七
顛
末
を
も
合
せ
し
た
り

石
塚
豊
芥
子
の
蔵
本
も
て
是
を
模
写
せ
り

⑶
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
二
冊
）

第
一
巻
冒
頭
の
総
目
録
の
後
に
附
記
Ｂ
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
奥
書

は
Ａ
①
の
み
で
あ
る
。

⑷
慶
應
義
塾
図
書
館
幸
田
文
庫
本
（
六
冊
）

都
合
に
よ
り
、
第
六
冊
（
巻
一
二
・
一
三
）
以
外
は
未
見
。

奥
書
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
と
全
く
同
じ
（
Ａ
①
〜
④
）。
本
文

中
の
朱
筆
の
書
き
入
れ
も
国
会
本
と
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
。

⑸
東
京
大
学
図
書
館
洒
竹
文
庫
本

未
見
。

『
東
京
大
学
総
合
図
書
館
連
歌
俳
諧
書
目
録
』（
東
京
大
学
総
合
図
書

館
編
纂
・
東
京
大
学
出
版
会
・
昭
和
四
十
七
年
）「
附
録
１
」
に
は
先

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

翟
巣
雑
纂　

斎
藤
月
岑
編　

中
写
欠
七
一　

洒　

二
四
七
二

一
、
学
談
敗
鼓　

…
（
中
略
）
…　

五
五
、
天
和
笑
委
集　

五
六

天
和
笑
委
集
五
七　

天
和
笑
委
集　

五
八
、八
百
屋
於
七
の
考　

…
（
以
下
略
）

⑹
東
北
大
狩
野
文
庫
本
（
六
冊
）

奥
書
は
以
下
の
通
り
。

Ａ
①

　
　

＋

Ａ
②

　
　

＋

Ａ
③
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天
和
二
年
か
ら
同
三
年
に
か
け
て
江
戸
を
襲
ふ
た
大
火
の
数
々
を

記
し
、
且
こ
れ
に
関
連
し
た
種
々
の
見
聞
談
が
あ
る
、
中
に
も
第

六
巻
類
焼
を
免
れ
た
芝
居
の
話
、
第
八
巻
不
忍
新
道
名
所
物
語
に

あ
る
上
野
の
桜
名
所
、
第
十
一
、二
、三
巻
の
八
百
屋
お
七
生
田
庄

之
介
恋
物
語
な
ど
他
の
江
戸
俗
談
と
異
な
つ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
、

本
書
の
概
要
は
柳
亭
種
彦
の
奥
書
に
よ
つ
て
略
ぼ
知
る
こ
と
が
出

来
る
。

此
言
は
「
武
蔵
あ
ふ
み
」
に
な
ら
ひ
て
作
る
も
の
か
六
の
巻
堺

町
の
條
は
「
江
戸
咄
」
よ
り
も
く
は
し
八
の
巻
不
忍
池
上
野
の

花
見
の
條
は
「
紫
の
一
本
」
に
似
て
お
か
し
此
草
紙
も
疑
ふ
ら

く
は
茂
睡
（
戸
田
）
が
作
か
。

天
和
火
災
の
み
ぎ
り
書
記
し
て
貞
享
年
に
浄
書
の
と
き
所
々
増

補
せ
し
も
の
な
る
べ
し
可
惜
ニ
の
巻
を
闕
く
お
ぎ
な
は
ん
と
す

れ
ど
も
類
本
な
し
。

　
　

文
政
癸
未
二
月
廿
五
日　

　
　
　
　

柳
亭
種
彦

尚
家
蔵
本
は
天
保
七
年
の
写
本
で
左
の
奥
書
が
あ
る
。

此
書
為
東
都
柳
亭
翁
所
蔵
、
予
友
笠
亭
仙
果
子
入
翁
之
門
、
学

稗
史
之
体
裁
、
嘗
遊
東
都
借
此
書
於
翁
示
予
、
予
乃
請
令
筆
耕

写
之
、
永
胎
之
家
云
。

天
保
七
年
丙
申
三
月
十
九
日
、
校
讐
加
筆
了
、
古
今
園
泥
江

亀
壽

以
上
の
通
り
、
Ａ
①
と
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
に
、
天
保
九
年
に
筆
写
し

た
際
の
奥
書
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。　

⑺
東
京
都
公
文
書
館
本
（
三
冊
）

奥
書
に
「
明
治
四
十
四
年
六
月
以
帝
国
図
書
館
本
謄
記
」
と
あ
る
。

⑻
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
本
（
六
冊
）

未
見
。

「
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
試
運
転
）」
に
よ

れ
ば
、
六
冊
で
、
末
尾
に

Ａ
①

　
　

＋

Ａ
②

　
　

＋

Ａ
③

の
「
元
書
写
校
合
識
語
」
が
あ
る

⑼
高
木
文
庫
（
家
蔵
日
本
地
誌
目
録
（
高
木
利
太
）
に
よ
る
）
本

未
見
。「『
国
書
総
目
録
』
所
蔵
者
一
覧
」
に
よ
れ
ば
、
高
木
文
庫
の

蔵
書
は
、
現
在
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る

が
、
未
確
認
。

高
木
利
太
『
家
蔵
日
本
地
誌
目
録
（
正
編
）』（
高
橋
印
刷
所
・
昭
和

二
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
）
に
次
の

よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

天
和
笑
委
集　

　

写
本
十
三
巻　

　

大
本

　
　

著
者
年
代
と
も
不
明
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⑽
茨
城
大
菅
文
庫
本

巻
五
、六
、七
、八
の
み
の
端
本
。
合
一
冊
。
識
語
・
奥
書
等
は
な
い
。

全
体
に
筆
跡
は
粗
雑
に
感
じ
ら
れ
、
所
々
省
略
さ
れ
て
い
る
章
段
が

あ
る
。
現
存
部
分
の
本
文
を
見
る
限
り
、
国
会
本
と
の
特
別
な
異
同
は

見
ら
れ
な
い
。

以
上
、
一
部
未
見
の
も
の
も
あ
る
が
、
現
存
の
『
天
和
笑
委
集
』
は

い
ず
れ
も
柳
亭
種
彦
に
よ
る
筆
写
本
の
後
嗣
で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

　
　

二
、
現
存
本
の
概
要
と
成
立

実
録
的
な
性
格
を
有
す
る
写
本
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る

が
、
本
書
は
何
段
階
か
の
加
筆
・
修
正
・
増
補
を
経
て
現
存
の
形
態
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
諸
本
間
の
本
文
の
異
同
も
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
国
立
国
会
図
書
館
本
を
対
象
に
そ
の
概
要
を

示
し
、
増
補
の
過
程
を
推
測
し
て
み
た
い
。

後
掲
の
「『
天
和
笑
委
集
』
概
要
」
に
示
し
た
通
り
、
本
書
は
巻
五

ま
で
と
巻
六
以
降
と
で
は
、
そ
の
内
容
・
文
体
に
か
な
り
の
差
異
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
巻
六
以
降
に
お
い
て
も
、
巻
に
よ
っ
て
そ
の
性
格
が

異
な
っ
て
い
る
。
以
下
七
点
に
整
理
し
て
述
べ
る
。

①
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
十
一
月
お
よ
び
十
二
月
の
火
災
に
つ
い

て
の
記
録
は
、
巻
五
に
お
い
て
被
害
の
全
容
と
事
後
処
理
と
を
書
き
と

ど
め
て
、
ひ
と
ま
ず
完
結
し
て
い
る
。

②
巻
六
の
全
丁
が
焼
失
前
の
芝
居
町
に
関
す
る
内
容
で
占
め
ら
れ
、

「
頓
敵
昔
語
」
と
称
さ
れ
る
特
異
な
語
り
口
は
、
巻
五
以
前
に
は
全
く

見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

③
巻
七
と
八
の
前
半
は
各
章
の
記
述
量
が
少
な
め
に
な
り
、
先
の
大

火
の
後
の
世
相
の
変
化
を
翌
年
（
天
和
三
年
）
の
二
月
ご
ろ
ま
で
順
次

述
べ
て
い
る
。

④
巻
八
の
「
湯
島
あ
き
地
新
馬
場
之
事
」
の
記
述
か
ら
、
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
以
後
少
な
く
と
も
数
年
を
経
て
こ
の
章
が
記
さ
れ
た
も

の
と
推
測
で
き
る
。　

　

⑤
巻
四
に
記
さ
れ
た
牢
屋
奉
行
の
石
出
帯
刀
の
逸
話
が
巻
九
に
も
再

出
。
し
か
も
そ
れ
は
浅
井
了
意
の
『
む
さ
し
あ
ぶ
み
』（
万
治
四
年

〔
一
六
六
一
〕
刊
）
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
巻
四
と
巻
九
の

執
筆
者
が
同
一
と
は
考
え
に
く
い
。『
む
さ
し
あ
ぶ
み
』
の
利
用
は
巻

十
に
も
見
ら
れ
る
。

⑥
巻
九
・
十
に
は
世
相
や
幕
政
に
対
す
る
批
判
的
な
筆
致
が
目
立

つ
。
戸
田
茂
睡
の
『
御
当
代
記
』
に
通
じ
る
趣
が
あ
る
。

⑦
巻
十
一
・
十
二
・
十
三
は
い
わ
ゆ
る
「
八
百
屋
お
七
」
事
件
の
顛
末

を
記
し
た
独
立
し
た
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、本
章
は
貞
享
年
間
以
降
に
数
段
階
に
わ
た
っ
て
、

何
人
か
に
よ
り
増
補
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
加
筆

修
正
は
全
体
に
わ
た
っ
て
増
補
の
た
び
に
な
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ

れ
、
前
の
方
の
巻
が
古
い
形
態
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
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も
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
巻
五
ま
で
の
原
形
に
あ
た
る
も
の

が
比
較
的
早
い
時
期
（
天
和
・
貞
享
年
間
）
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
八
百
屋
お
七
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、『
好
色
五
人
女
』

の
刊
行
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
文
体
に
演
劇

的
な
要
素
が
強
い
こ
と
か
ら
、
矢
野
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
宝
永
以

降
に
上
演
さ
れ
た
八
百
屋
お
七
物
の
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
影
響
を
受
け

て
増
補
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　

三
、
結
語

『
天
和
笑
委
集
』
は
、
信
憑
性
を
疑
問
視
さ
れ
な
が
ら
も
、
八
百
屋

お
七
の
実
説
を
伝
え
る
可
能
性
も
無
視
で
き
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
理
由
の
一
つ
に
、
巻
十
に
記
さ
れ
た
二
人
の
放
火
犯
、
春
と
喜
三
郎

の
こ
と
が
、『
御
仕
置
裁
許
帳
（
近
世
法
制
史
資
料
一
）』
に
も
記
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

壹
人
女
は
る

是
ハ
赤
坂
田
町
三
丁
目
次
兵
衛
店
新
右
衛
門
下
女
、
此
者
去
ル

十
八
日
火
を
付
申
候
を
、
致
穿
鑿
候
處
、
一
昨
廿
日
右
之
段
致
白

状
候
由
、
次
兵
衛
、
新
右
衛
門
召
連
来
ル
付
、
致
詮
議
候
處
ニ
、

真
木
之
燃
杭
を
持
、
雪
隠
え
火
を
付
申
候
、
同
類
も
無
之
、
主
え

遺
恨
有
之
候
て
付
候
に
て
も
無
之
、物
取
候
ニ
付
候
ニ
て
も
無
之
、

不
斗
火
付
申
度
存
、
付
候
由
申
ニ
付
、
籠
舎
、
右
之
者
、
亥
二
月

九
日
於
浅
草
火
罪
、

壹
人
喜
三
郎

是
ハ
浄
光
院
門
前
梅
軒
召
仕
、
此
者
主
人
之
家
え
火
を
付
候
付
、

穿
鑿
之
内
、
評
定
よ
り
籠
舎
、
右
の
者
、
同
亥
三
月
廿
九
日
火
罪

こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
実
在
し
た
放
火
犯
だ
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
、
何
ら
か
の
記
録
に
基
づ
い
て
、『
天
和

笑
委
集
』巻
十
の
二
章
は
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ゆ
え
に
八
百
屋
お
七
の
記
述
も
、
同
様
の
記
録
に
基
づ
い
て
い
る

と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

注
目
し
た
い
の
は
、『
御
仕
置
裁
許
帳
』
は
春
の
処
刑
の
場
所
を
、

浅
草
（
小
塚
原
）
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
橋
を
境

と
し
て
北
で
起
き
た
事
件
に
つ
い
て
は
浅
草
で
、
南
で
起
き
た
事
件
に

つ
い
て
は
品
川
で
処
刑
す
る
と
い
う
当
時
の
慣
習
と
一
致
し
て
い
る
。

し
か
し
、『
天
和
笑
委
集
』
は
春
も
お
七
も
品
川
（
鈴
ヶ
森
）
で
処
刑

さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
増
補
執
筆
者
が
『
好
色
五
人
女
』
の
影
響
下
に

創
作
を
加
え
た
こ
と
が
露
呈
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
喜
三
郎
に
つ
い
て
は
、
巻
十
で
は
あ
え
て
処
刑
ま
で
は
記

さ
ず
、
巻
十
三
で
お
七
と
こ
と
ば
を
交
わ
し
、
同
時
に
処
刑
さ
れ
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。「
恋
草
か
ら
げ
し
八
百
屋
物
語
」
の
お
七
に
不
幸

な
身
の
上
の
少
年
を
絡
め
て
、
そ
の
悲
劇
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

喜
三
郎
に
つ
い
て
記
し
た
「
喜
三
郎
賢
心
を
不
知
事
」
は
、
巻
十
の

中
で
最
も
記
述
量
の
多
い
章
で
あ
る
。
こ
の
章
あ
た
り
か
ら
、
後
の
増

補
者
の
手
に
よ
る
、
い
さ
さ
か
冗
漫
で
荒
唐
無
稽
な
お
七
の
物
語
は
始
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ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

付
記　

本
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
各
図
書
館
・
文
書
館
か
ら
閲

覧
お
よ
び
写
真
版
に
よ
る
確
認
等
に
お
い
て
、
多
く
の
ご
配
慮

を
頂
戴
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、
原
稿
提
出
後
に
、
丹
羽
み
さ
と
氏
が
既
に
『
天
和
笑

委
集
』
諸
本
の
精
緻
な
書
誌
的
報
告
を
博
士
論
文
に
お
い
て
な

さ
っ
て
お
り
、
そ
の
刊
行
も
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
御
本

人
か
ら
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
丹
羽
氏
の
原
稿
に
比
す
れ
ば
、

本
稿
の
報
告
は
児
戯
に
も
等
し
い
。
調
査
の
不
備
を
深
く
恥
じ

る
と
と
も
に
、
丹
羽
氏
の
著
書
の
一
日
も
早
い
刊
行
を
期
待
し

て
い
る
。

（
う
ど
う･

ゆ
た
か　

本
学
教
授
）

注
１ 
丹
羽
み
さ
と
「『
天
和
笑
委
集
』
の
特
徴
―
「
八
百
屋
お
七
」
を
中
心
に
―
」、

『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
八
十
九
号
・
二
〇
〇
二
年
十
二
月
。

注
２ 

矢
野
公
和
「「
八
百
屋
お
七
」
は
実
在
し
た
の
か
」、『
西
鶴
と
浮
世
草
子
研

究　

V
ol.4

』
笠
間
書
院
・
二
〇
一
〇
年
十
一
月
。

注
３ 

拙
稿
「「
お
七
」
再
考
」『
文
学
・
語
学
』（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
）

二
一
五
号
に
掲
載
予
定
。
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『
天
和
笑
委
集
』
概
要
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
）　

　

一
丁
九
行

巻

章
段
名

記
載
内
容
要
旨

備
考

行
数

一

不
慮
之
失
火
悪
風
の

灰
燼

天
和
二
年
十
一
月
二
十
八
日
辰
の
上
刻
、
四

谷
北
の
河
田
窪
原
町
の
遁
世
者
の
草
庵
よ
り

出
火
。
多
数
の
武
家
屋
敷
を
焼
く
。
諸
大
名

の
家
臣
が
見
事
な
火
消
し
衣
装
で
奮
闘
す
る

が
強
風
の
た
め
被
害
甚
大
。
賢
君
櫓
に
出
て

こ
れ
を
見
て
驚
き
、
諸
大
名
に
助
勢
の
御
奉

書
を
下
す
。

尾
張
中
納
言
上
屋
敷
、
紀

伊
中
納
言
中
屋
敷
な
ど
被

災
。

59
（
章

題
を
除

い
た
本

文
の
行

数
。
以

下
同
。）

酒
井
氏
高
名
、
附
犬

塚
手
柄
之
事

酒
井
河
内
守
忠
明
は
町
小
路
の
火
消
の
役
儀

を
賜
っ
て
い
た
が
数
百
人
の
手
勢
を
率
い
て

紀
伊
中
納
言
中
屋
敷
へ
向
か
う
。
赤
坂
あ
た

り
は
す
べ
て
焼
失
、
富
商
は
宝
を
土
蔵
穴
倉

へ
収
め
、
貧
者
は
家
財
道
具
を
運
び
出
す
。

諸
大
名
の
北
の
方
も
賤
し
い
乗
物
で
逃
げ
惑

う
。
酒
井
河
内
守
は
厳
し
く
家
臣
に
下
知
を

下
し
て
類
焼
を
防
ぐ
。
そ
の
中
で
犬
塚
又
内

が
勇
猛
に
活
躍
。

「
大
名
之
北
の
方
」
の
混
乱

の
様
子
「
見
る
も
中
々
浅

ま
か
り
し
」。

忠
明
は
「
ゐ
と
た
の
も
し

き
将
」。

125

赤
坂
の
火
麻
布
に
飛

行
事

紀
州
中
屋
敷
の
火
は
麻
布
台
の
上
杉
弾
正
弼

屋
敷
へ
飛
行
。
甲
府
宰
相
屋
敷
、
秋
田
信
濃

守
上
屋
敷
へ
と
火
は
広
が
り
、
酉
の
上
刻
に

は
新
堀
の
河
岸
へ
、
そ
し
て
三
田
町
通
り
、

札
の
辻
を
焼
き
尽
し
つ
つ
、
浜
面
の
波
打
ち

際
で
亥
の
下
刻
に
よ
う
や
く
消
え
た
。

甲
府
宰
相
屋
敷
は
風
向
き

が
幸
い
し
て
焼
け
残
る
。

35

二

薩
摩
州
家
臣
働
之
沙

汰

松
平
薩
摩
守
屋
敷
は
三
方
か
ら
火
が
迫
っ
た

が
、
島
津
武
士
が
焦
熱
地
獄
の
な
か
で
果
敢

に
働
い
た
の
で
無
事
。
ま
た
、
協
力
し
た
商

人
・
職
人
ら
の
名
を
帳
面
に
記
し
、
翌

二
十
九
日
に
返
礼
と
し
て
白
銀
一
枚
を
与
え

て
評
判
と
な
っ
た
。

島
津
武
士
の
「
い
と
も
お

か
し
げ
な
る
な
ま
り
ご
へ

え
」。

薩
摩
守
は
「
道
あ
る
将
也
」。

80

豊
昌
増
上
寺
ふ
せ
ぎ

給
ふ
事

増
上
寺
の
火
消
し
役
で
あ
っ
た
松
平
土
佐
守

豊
昌
は
、
普
段
か
ら
手
勢
に
火
災
時
の
心
得

な
ど
を
よ
く
説
い
て
い
た
の
で
、
今
回
の
火

事
で
も
増
上
寺
を
無
事
守
り
抜
い
た
。
し
か

し
誰
も
屋
敷
を
守
ら
な
か
っ
た
た
め
、
先
祖

代
々
の
家
宝
な
ど
は
す
べ
て
焼
失
し
た
。

土
佐
守
は
「
あ
つ
ぱ
れ
武

勇
の
大
将
」
な
が
ら
「
い

た
は
し
き
事
共
也
」。

58

諸
大
名
名
寄
の
事

被
災
し
た
大
名
衆
の
名
を
列
挙
す
る
。
尾
張

中
納
言
以
下
、
二
十
四
大
名
。

名
前
の
み
記
載
。

14

御
は
た
も
と
衆
の
事

被
災
し
た
旗
本
の
名
を
、
渡
部
若
狭
守
を
は

じ
め
と
し
て
三
十
二
記
し
た
後
に
、「
都
合
」

以
下
、
こ
の
度
の
火
災
の
被
害
の
概
要
を
記

す
。
筆
者
が
翌
朝
に
現
場
を
訪
れ
た
折
の
、

焼
け
跡
で
嘆
く
人
々
の
様
子
も
記
載
。

後
半
の
「
か
く
て
、
あ
く

れ
ば
二
十
七
日
」
以
下
は

後
に
書
き
足
さ
れ
た
体
験

談
か
。

38

忠
明
就
役
儀
諸
家
臣

江
下
知
有
次
第
、
附

又
内
行
跡
之
事

こ
の
度
随
一
の
働
き
を
し
た
酒
井
河
内
守
忠

明
が
、
久
貝
忠
左
衛
門
と
い
う
火
消
の
名
人

か
ら
そ
の
極
意
を
教
わ
り
、
二
世
の
さ
か
づ

き
を
交
わ
し
て
い
た
こ
と
。
家
臣
犬
塚
又
内

の
普
段
の
言
動
が
質
実
剛
健
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
。

巻
一
の
二
と
人
物
が
重
複
。

文
体
は
会
話
や
装
飾
が
多

く
冗
長
で
、
こ
れ
ま
で
の

記
録
体
と
は
異
な
る
。
和

歌
も
挿
入
。

172

紀
伊
殿
江
上
使
之
事

極
月
朔
日
、
大
御
所
が
上
使
を
も
っ
て
二
万

両
を
紀
伊
中
納
言
に
下
賜
し
た
が
、
辞
退
し

た
。

5

『天和笑委集』概要



―
25

―

巻

章
段
名

記
載
内
容
要
旨

備
考

行
数

二

土
佐
守
へ
御
は
う
び

た
ま
は
る
事

自
ら
の
屋
敷
を
か
え
り
み
ず
、
増
上
寺
を

守
っ
た
働
き
に
よ
り
、
松
平
土
佐
守
へ
上
使

を
も
っ
て
黄
金
千
枚
が
下
賜
さ
れ
た
。

5

酒
井
氏
同
頂
戴
之
事

酒
井
河
内
守
へ
も
、
君
は
そ
の
忠
義
を
賞
し

て
、
上
使
を
も
っ
て
時
服
を
下
す
。
信
賞
必

罰
。
天
下
泰
平
。

「
天
下
泰
平
、
国
家
安
全
」

を
強
調
。
和
歌
あ
り
。

10

三

大
火
出
所
類
火
之
部

極
月
二
十
六
日
よ
り
大
風
、
二
十
八
日
辰
の

下
刻
に
本
郷
森
川
宿
大
円
寺
よ
り
出
火
、
本

郷
の
武
家
屋
敷
を
焼
き
尽
し
、
神
田
、
下
谷
、

谷
中
、
三
崎
の
町
屋
も
続
々
と
焼
け
る
。
東

叡
山
あ
る
い
は
湯
島
天
神
に
避
難
者
が
集
ま

り
大
混
乱
。
下
谷
池
端
に
久
し
く
住
む
商
人

は
湯
島
天
神
に
祈
願
し
た
り
罵
っ
た
り
し
な

が
ら
避
難
し
て
助
か
る
が
、
商
売
を
再
開
す

る
と
「
皆
い
つ
は
り
の
そ
ら
事
」
と
言
う
。

庶
民
の
混
乱
ぶ
り
を
、
会

話
を
交
え
て
事
細
か
に
記

し
て
お
り
、
記
述
は
や
や

冗
長
。
後
半
の
一
商
人
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
か
な
り
具

体
的
で
詳
し
い
。

192

神
田
大
明
神
来
由
之

事

神
田
大
明
神
に
達
し
た
火
は
、
神
主
の
家
や

鳥
居
を
焼
い
た
だ
け
で
、
本
堂
そ
の
他
は
そ

の
ま
ま
残
っ
た
。
本
社
は
そ
も
そ
も
平
将
門

の
霊
を
鎮
め
る
も
の
で
あ
り
、
本
地
は
大
日

如
来
と
も
国
常
立
の
尊
と
も
。

明
神
の
由
来
の
方
が
多
く

の
分
量
を
占
め
て
い
る
。

結
び
は
「
後
人
の
加
筆
を

待
者
也
」。

46

稲
荷
大
明
神
奇
瑞
之

事

不
忍
池
の
水
際
を
伝
わ
っ
た
火
は
黒
門
方
面

に
向
か
っ
た
が
、
稲
荷
大
明
神
の
社
僧
が
一

心
に
念
じ
る
と
止
ま
り
、
数
千
件
の
氏
子
が

救
わ
れ
た
。

社
僧
の
祈
祷
の
言
葉
が
長

文
で
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。

52

諸
方
の
火
一
所
に
や

け
続
事

稲
荷
前
か
ら
吹
き
戻
さ
れ
た
火
は
広
小
路
を

経
て
柳
原
ま
で
焼
い
た
。
は
た
ご
丁
の
火
は

下
谷
か
ら
の
火
と
一
つ
に
な
っ
て
壮
麗
な
美

観
を
誇
っ
た
藤
堂
和
泉
守
上
屋
敷
を
焼
く
。

そ
の
他
の
大
身
の
大
名
屋
敷
を
焼
き
続
け
柳

原
、
表
河
岸
裏
河
岸
、
立
町
横
町
を
経
て
浅

草
通
町
を
類
焼
し
、隅
田
川
に
達
し
て
鎮
火
。

「
新
日
暮
の
御
門
」
と
俗
称

さ
れ
て
い
た
な
ど
、
火
災

以
前
の
藤
堂
和
泉
守
屋
敷

の
壮
麗
さ
を
強
調
。

29

四

下
町
類
火
の
事

御
茶
ノ
水
か
ら
材
木
町
・
真
木
河
岸
に
達
し

た
火
は
柳
原
の
堀
を
超
え
て
旗
本
屋
敷
や
筋

違
い
橋
御
門
を
焼
く
。
西
は
白
金
町
土
手
、

東
は
柳
原
の
土
手
の
諸
職
人
の
細
工
所
へ
至

る
。
そ
こ
は
門
松
を
売
買
す
る
地
で
、武
家
・

商
人
・
貴
賤
老
若
が
押
し
寄
せ
て
多
数
の
死

者
。
浅
草
橋
等
五
つ
の
橋
が
焼
け
落
ち
、
行

き
場
を
失
い
川
に
入
り
凍
え
る
者
も
。
数
百

艘
の
船
を
出
し
て
避
難
し
よ
う
と
し
た
が
、

潮
時
が
悪
い
上
に
重
く
な
っ
た
舟
は
動
か

ず
、
そ
こ
へ
火
が
移
る
。
横
一
丁
、
縦
一
丁

の
柳
原
土
手
は
地
獄
の
様
相
。
翌
二
十
九
日

の
土
手
の
様
子
は
戦
場
に
等
し
く
家
族
を
訪

ね
歩
く
人
も
多
か
っ
た
。
中
に
大
切
に
育
て

た
養
子
を
失
っ
た
哀
れ
な
夫
婦
も
。

記
述
量
が
多
く
描
写
も
詳

細
。
翌
日
の
柳
原
の
様
子

や
、
十
二
、三
ま
で
育
て
た

養
子
を
失
っ
た
夫
婦
の
嘆

き
な
ど
、
筆
者
が
直
接
聞

き
書
き
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

151

上
寺
町
類
火
の
事

浅
草
橋
の
御
門
、
寺
町
焼
け
、
寺
僧
は
逃
げ

惑
う
。
弥
勒
寺
は
真
言
の
道
場
で
朝
鮮
人
来

朝
の
折
の
逗
留
地
に
も
な
っ
た
美
々
し
い
寺

だ
が
焼
失
。

仏
教
者
の
愚
俗
さ
に
対
し

か
な
り
批
判
的
・
嘲
笑
的

な
筆
致
。

54
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四

石
出
氏
情
を
以
禁
籠

を
免
す

寺
町
通
り
の
火
は
馬
喰
町
を
経
て
牢
舎
に
迫

る
。
石
出
帯
刀
は
数
千
人
の
罪
人
を
「
必
ず

早
朝
に
吉
祥
寺
に
集
ま
る
こ
と
。
そ
の
も
の

は
科
を
許
し
、逃
げ
た
も
の
は
重
罪
」と
言
っ

て
解
き
放
つ
。

石
田
帯
刀
の
こ
と
は
「
む

さ
し
あ
ぶ
み
」
に
明
暦
三

年
の
大
火
の
こ
と
と
し
て

記
載
あ
り
。

27

町
々
焼
失
大
河
飛
行

の
事

大
門
通
の
火
は
堺
町
に
移
り
芝
居
小
屋
を
焼

く
。
新
堀
の
河
岸
か
ら
大
河
を
や
す
や
す
と

飛
び
越
え
て
三
ツ
又
の
小
島
へ
移
り
、
大
名

屋
敷
・
商
家
を
焼
く
。
霊
巌
島
の
裏
町
は
残

ら
ず
焼
失
。

9

神
田
よ
り
日
本
橋
ま

で
焼
失
の
次
第

白
金
土
手
を
越
え
た
火
は
日
本
橋
へ
。
大
御

所
は
諸
大
名
に
助
勢
の
御
奉
書
を
次
々
と
出

す
。
従
わ
な
い
武
家
は
な
か
っ
た
が
火
勢
を

前
に
手
が
出
せ
ず
。
土
手
よ
り
南
の
町
人
は

鎌
倉
河
岸
に
殺
到
。
常
盤
橋
御
門
は
閉
鎖
。

火
消
の
武
将
の
必
死
の
働
き
に
も
か
か
わ
ら

ず
江
戸
橋
・
あ
ら
め
橋
は
焼
け
落
ち
、
火
は

日
本
橋
北
表
の
堀
端
で
止
ま
る
。
鎌
倉
河
岸

の
避
難
者
の
家
財
道
具
に
火
が
燃
え
移
り
、

大
惨
事
。
そ
こ
へ
本
町
一
丁
目
か
ら
米
打
ち

杵
一
つ
持
っ
て
や
っ
て
き
た
清
貧
愚
直
の

男
、
戸
棚
を
壊
し
て
中
の
金
銭
を
取
り
出
そ

う
と
す
る
富
商
た
ち
に
杵
を
貸
し
、
た
ち
ま

ち
礼
金
二
百
両
を
得
る
。
生
国
に
戻
っ
て
土

地
を
買
い
百
姓
と
な
っ
た
。

米
打
ち
男
の
話
は
、
後
日

付
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
。「
是
ひ
と
へ
に
、
か

れ
が
心
清
浄
に
し
て
、
無

欲
堅
固
な
る
ゆ
ゑ
」
と
あ

る
。

136

五

本
庄
・
深
川
の
沙
汰

浅
草
御
門
の
火
は
町
屋
へ
移
り
、
隅
田
川
を

や
す
や
す
と
飛
び
越
し
て
回
向
院
本
堂
へ
。

住
職
は
志
深
き
人
で
経
を
唱
え
続
け
て
い
た

が
寺
中
の
人
々
に
担
ぎ
出
さ
れ
る
。
広
が
っ

た
火
は
材
木
町
、よ
し
町
か
ら
深
川
に
及
ぶ
。

霊
巌
島
を
焼
き
尽
し
、
多
く
の
寺
や
武
家
屋

敷
か
ら
洲
崎
の
茶
屋
町
、
八
幡
社
を
焼
く
。

燃
え
盛
る
火
で
武
蔵
廿
四
郡
は
日
中
の
ご
と

し
。

屋
敷
を
焼
失
し
た
諸
大
名
を
ま
と
め
て
記

す
。「
松
平
加
賀
守
…
酒
井
因
幡
守
、
以
上
」

回
向
院
住
職
の
記
述
の
分

量
多
し
。

焼
失
し
た
大
名
名
の
列
挙

は
本
来
な
ら
別
の
章
と
す

べ
き
と
こ
ろ
。

150

是
よ
り
諸
は
た
も
と

中

「
渡
辺
虎
之
助
…
牧
野
兵
部
少
輔
、
以
上
、

此
外
小
身
小
知
之
輩
数
千
件
あ
り
と
い
へ
ど

も
、
委
細
分
明
な
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
筆
を

略
し
て
如
件
」

旗
本
の
名
の
み
を
記
す
。

44

寺
院

「
大
圓
寺
…
妙
蓮
寺　

以
上
」

寺
院
名
の
み
を
記
す
。

10

町
小
路

「
追
分
町
よ
り
森
川
宿
ま
で
四
丁
…
助
衛
門

町
、
以
上
右
大
が
い
の
ご
と
し
…
委
細
筆
を

略
す
、こ
ひ
ね
が
は
く
は
後
人
の
追
加
を
の
み
」

町
名
の
み
を
記
す
。

29

処
々
に
お
い
て
や
け

う
せ
け
る
橋

「
筋
か
い
橋
、
か
り
橋
…
わ
ざ
く
れ
橋
、
伊

町
に
て
無
名
橋
一
つ
…
以
上
廿
一
橋
の
名
、

さ
だ
か
な
ら
ざ
る
故
に
、
爰
を
略
す
」

橋
の
名
と
数
を
記
す
。

5

寺
社

「
一
、
ゆ
し
ま
天
神
…
都
合
四
十
七
し
や
」

「
一
、
町
年
寄
三
人
、
…
お
よ
そ
此
時
焼
失

し
け
る
道
の
程
、
算
数
の
達
人
か
ん
が
へ
見

る
所
、
横
は
ゞ
壱
丁
に
し
て
、
た
て
の
長
さ

拾
参
里
八
丁
と
、
か
ん
が
へ
見
け
る
と
い

ふ
、」

寺
社
の
記
述
は
四
行
。
残

り
は
雑
多
な
被
害
状
況
を

記
し
、
先
の
章
と
重
複
す

る
も
の
あ
り
。
あ
る
い
は

遺
漏
を
ま
と
め
た
か
。

18
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五

谷
の
御
蔵
焼
失
之
事

同
朋
町
矢
の
御
蔵
、
十
二
の
内
九
つ
焼
失
。

正
月
四
日
ま
で
消
え
ず
。
焼
け
跡
の
安
い
米

を
人
々
買
い
あ
さ
る
。

「
富
さ
か
ふ
る
近
郷
の
土
民

等
、
も
と
め
て
下
人
の
食

物
と
し
け
る
ゆ
ゑ
」。

10

土
蔵
、
穴
蔵
之
数

諸
大
名
、
諸
は
た
も
と
、
神
社
仏
閣
、
職
人
、

商
人
ら
の
土
蔵
、
二
千
七
百
余
焼
失
。
大
名

秘
蔵
の
家
宝
も
「
あ
き
ら
め
が
た
く
む
、
お

も
ひ
く
る
し
む
の
み
」

13

於
所
々
焼
失
焼
死
人

数
之
事

御
番
所
の
帳
面
に
記
さ
れ
た
死
者
都
合

二
百
八
十
三
。
し
か
し
武
家
で
は
お
上
の
咎

め
や
世
の
あ
ざ
け
り
を
恐
れ
て
被
害
を
届
け

ず
。
実
際
は
千
人
に
上
る
か
。

後
半
で
無
常
観
を
吐
露
。

21

御
役
船
、
仮
橋
御
厚

恩
事

橋
が
焼
失
し
た
こ
と
に
付
け
込
ん
で
、
船
賃

を
法
外
に
高
く
し
て
稼
ぐ
も
の
多
数
、
罪
人

と
し
て
捕
え
ら
れ
る
。
大
御
所
は
御
用
木
を

用
い
て
仮
橋
を
造
ら
せ
、
早
い
も
の
は
正
月

三
日
か
ら
使
用
。

「
時
を
う
つ
さ
ず
か
ゝ
る
御

め
ぐ
み
を
ほ
ど
こ
し
た
ま

は
る
事
、
い
と
あ
り
が
た

き
御
た
す
け
な
り
」。

46

諸
色
高
下
之
事

米
、
油
、
雑
穀
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
値
段

が
五
割
七
割
増
し
、
あ
る
い
は
倍
に
な
る
。

諸
人
苦
し
む
。
職
人
は
手
間
賃
を
高
く
し
た

が
、
御
詮
議
に
よ
り
二
割
増
し
と
厳
し
く
定

め
ら
れ
て
、
類
火
の
輩
は
喜
ぶ
。
往
来
に
は

諸
色
売
物
の
高
値
を
戒
め
る
高
札
、
火
付
け

の
仲
間
で
あ
っ
て
も
密
告
す
れ
ば
許
す
と
の

高
札
が
立
つ
。

「
あ
は
れ
道
あ
る
世
の
中
な

り
け
り
」。
十
一
月
の
火
災

の
事
後
処
理
ま
で
を
述
べ
、

ひ
と
ま
ず
完
結
し
た
形
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

28

六

類
火
に
芝
居
は
な
か

り
け
る
沙
汰
、

頓

敵
昔
語

筆
者
が
焼
け
跡
と
な
っ
た
堺
町
へ
行
き
、
そ

こ
で
友
人
か
ら
焼
失
以
前
の
堺
町
ふ
き
屋
丁

の
芝
居
町
の
華
や
か
で
あ
っ
た
あ
り
さ
ま
を

頓
敵
（
軽
口
）
に
て
語
る
の
を
聞
き
、
変
わ

り
果
て
た
様
子
を
嘆
く
。

一
巻
が
一
項
目
の
み
で
成

立
。
軽
口
調
子
の
語
り
を

聞
き
書
き
、
し
か
も
焼
失

以
前
の
こ
と
が
大
半
。
文

体
・
内
容
と
も
に
異
質
。

318

七

あ
き
店
は
ん
じ
や
う

の
事

多
数
の
人
々
が
家
を
失
っ
た
た
め
、
焼
け

残
っ
た
空
店
が
高
騰
。
三
歩
一
両
だ
っ
た
も

の
が
二
三
両
以
上
に
。
命
を
落
と
さ
な
く
と

も
費
え
は
増
え
る
ば
か
り
。

以
下
、
一
章
あ
た
り
の
記

述
量
が
少
な
め
に
。

9

仕
合
第
一
湯
屋
風
呂

屋

最
も
儲
け
た
の
は
湯
屋
・
風
呂
屋
。
六
銭
八

銭
に
定
ま
っ
て
い
た
も
の
が
三
十
文
五
十
文

に
。
諸
人
埃
に
ま
み
れ
と
な
る
。

風
呂
代
の
高
騰
。

7

ま
ん
さ
い
う
れ
ひ
の

帰
国

例
年
正
月
に
江
戸
に
下
っ
て
来
る
三
河
万
歳

の
者
共
、
飛
脚
か
ら
惨
状
を
聞
い
て
小
田
原

か
ら
引
き
返
す
。
欲
を
出
し
て
江
戸
に
来
た

者
も
、
空
し
く
帰
国
。

三
河
万
歳
。

31

火
玉
雲
中
を
飛
事

十
一
月
二
十
七
日
の
夜
、
光
物
が
北
よ
り
南

へ
飛
ぶ
。
凶
兆
で
あ
っ
た
か
。

火
災
の
予
兆
。

10

那
須
氏
火
災
を
遁
れ

た
ま
ふ
事

那
須
遠
江
守
屋
敷
は
湯
島
に
近
く
明
神
下
に

あ
り
な
が
ら
無
事
。
当
主
の
仁
徳
ゆ
え
の
幸

運
か
。

32

改
春
先
規
に
不
似
事

新
年
の
祝
い
の
式
法
が
乱
れ
、
五
か
日
は
閑

寂
。
七
草
ご
ろ
か
ら
例
年
通
り
に
。

11

悪
説
為
ニ
諸
方
の
難

儀
事

正
月
半
ば
に
な
っ
て
も
世
情
不
穏
。
商
人
職
人

は
武
家
屋
敷
へ
の
出
入
り
を
止
め
ら
れ
困
窮
。

14
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七

農
村
徳
を
得
事

近
郷
近
里
の
土
民
等
、
竹
や
木
の
売
買
で
過

分
な
利
益
を
得
る
。

8

下
総
守
失
火
之
事

極
月
三
日
、
諸
方
の
火
が
残
る
内
に
松
平
下

総
守
上
屋
敷
よ
り
新
た
な
出
火
。
大
御
所
に

近
い
た
め
火
消
が
厳
重
に
囲
み
込
ん
で
防

ぐ
。

9

加
賀
守
失
火
之
事

正
月
七
日
北
風
強
く
、
諸
人
不
安
を
抱
く
と

こ
ろ
に
染
井
の
里
松
平
加
賀
守
下
屋
敷
よ
り

出
火
。
大
身
の
大
名
だ
け
に
、自
力
で
消
火
。

14

湯
島
二
度
焼
失
の
事

正
月
十
八
日
は
明
暦
の
大
火
か
ら
二
十
七
年

に
あ
た
り
、
諸
人
不
安
の
中
、
湯
島
五
丁
目

の
焼
け
跡
よ
り
出
火
。
よ
う
や
く
雨
露
を
し

の
い
で
い
た
商
人
ら
が
再
び
焼
け
出
さ
れ

た
。
火
消
の
輩
の
防
ぎ
で
大
事
に
至
ら
ず
。

40

谷
中
焼
亡
之
事

正
月
二
十
二
日
夜
、
三
崎
よ
り
出
火
、
谷
中

を
さ
し
て
燃
え
広
が
る
。
東
叡
山
が
近
い
た

め
、
諸
大
名
馳
せ
集
ま
っ
て
素
早
く
消
火
。

こ
の
時
焼
失
し
た
の
は
い
ず
れ
も
日
蓮
宗
の

寺
院
。

27

四
谷
塩
町
よ
り
牛
込

に
焼
通
る
事

二
月
六
日
、
に
わ
か
に
南
風
が
吹
く
中
、
四

谷
塩
町
か
ら
出
火
。
尾
州
中
納
言
上
屋
敷
を

焼
き
、
酒
井
帯
刀
屋
敷
を
限
り
に
治
ま
る
。

23

八

同
夜
白
山
失
火

二
月
六
日
夜
、
白
山
材
木
町
よ
り
出
火
。
先

の
大
火
の
火
元
で
あ
り
な
が
ら
被
害
の
少
な

か
っ
た
大
円
寺
が
全
焼
。「
一
々
し
る
す
べ

か
り
し
か
ど
も
、
思
ふ
子
細
」

あ
っ
て
筆
を
置
く
。

大
円
寺
を
恨
ん
だ
者
に
よ

る
放
火
を
暗
示
か
。

12

所
々
の
火
災
大
概
を

記

戌
の
霜
月
上
旬
よ
り
今
夜
二
月
中
旬
ま
で
、

江
戸
で
は
火
事
の
な
い
日
は
な
く
、
諸
人
不

安
に
過
ご
す
。

9

町
小
路
火
の
見
や
ぐ

ら
を
上
る
事

御
公
儀
の
触
れ
に
よ
り
、
強
風
の
火
は
屋
根

に
人
を
上
げ
て
見
晴
ら
せ
る
こ
と
、
町
中
一

丁
に
二
か
所
ず
つ
火
の
見
櫓
を
設
け
る
こ
と

を
厳
命
。

火
の
見
櫓
の
設
置
。

10

無
災
評
定
相
極
事

賢
君
は
、
御
三
家
、
執
権
、
老
中
、
若
年
寄
、

御
側
衆
、
寺
社
奉
行
、
物
頭
、
諸
役
人
、
両

町
奉
行
を
召
し
出
し
て
評
定
、
不
忍
池
の
汀

に
幅
広
い
新
道
を
設
け
る
こ
と
を
決
め
る
。

不
忍
池
新
道
の
敷
設
。

22

不
忍
新
道
名
所
物
語

そ
の
風
景
・
珍
景
の
数
々
。
弁
財
天
・
蓮
・

桜
、
花
見
の
人
々
―
儒
者
・
法
師
・
俳
諧
師
・

女
性
・
若
衆
・
一
家
総
出
の
ぞ
め
き
・
浪
人

ら
―
の
賑
わ
い
。

軽
口
調
で
の
事
物
羅
列
。

文
体
は
特
異
か
つ
冗
長
。

「
東
国
無
双
の
珍
景
」。

192

湯
島
あ
き
地
新
馬
場

之
事

三
十
年
来
都
合
三
度
の
大
火
か
ら
の
反
省
で

広
小
路
が
設
け
ら
れ
る
。
八
月
晦
日
を
期
限

に
こ
ん
に
ゃ
く
町
、
天
神
の
裏
、
神
田
直
筋

か
い
橋
、
須
田
町
あ
た
り
一
面
空
き
地
に
。

あ
る
商
人
が
貞
享
甲
子
の
年
に
畑
作
を
は
じ

め
て
か
ら
次
第
に
開
け
る
。

広
小
路
の
敷
設
。
こ
の
記

事
の
執
筆
が
貞
享
甲
子
（
元

年
）
の
後
で
あ
る
こ
と
明

白
。

33
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九

白
銀
町
新
堀
之
事

先
の
酉
の
年
の
火
災
以
来
、
松
平
伊
豆
守
の

は
か
ら
い
に
よ
り
、
鎌
倉
河
岸
か
ら
上
寺
町

へ
高
さ
二
丈
四
尺
の
土
手
が
築
か
れ
、
防
火

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
今
回
の
火
災

は
そ
れ
を
や
す
や
す
と
越
え
て
い
っ
た
。
老

中
諸
役
人
の
沙
汰
に
よ
り
、
土
手
北
に
横
幅

二
間
の
堀
が
鎌
倉
河
岸
か
ら
浜
町
ま
で
掘
ら

れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
未
だ
是
非
分

明
な
ら
ず
」。

文
末
に
は
、
新
堀
設
置
に

対
す
る
不
信
感
が
含
ま
れ

て
い
る
か
。

21

寺
町
五
ヶ
寺
他
所
に

う
つ
す
附
五
僧
訴
の

慾

上
寺
町
に
連
な
る
五
寺
院
、
悪
行
度
重
な
る

た
め
、
寺
社
奉
行
よ
り
雑
司
ヶ
谷
へ
の
移
転

を
命
ぜ
ら
る
。
数
度
に
わ
た
り
奉
行
に
訴
え

る
が
、奉
行
に
道
理
を
説
か
れ
て
斥
け
ら
れ
、

最
終
的
に
は
、
本
誓
寺
・
法
禅
寺
・
雲
光
寺
・

弥
勒
寺
は
深
川
霊
巌
島
、
願
行
寺
は
本
所
深

川
へ
と
移
転
。

寺
院
の
堕
落
ぶ
り
、
寺
社

奉
行
の
知
恵
と
毅
然
た
る

態
度
が
印
象
的
。

118

法
禅
寺
と
ん
せ
い
の

事

法
禅
寺
の
住
持
は
高
徳
の
僧
で
あ
っ
た
が
、

移
転
を
機
に
遁
世
を
決
意
、
書
置
き
を
残
し

て
一
人
寺
を
去
る
。「
其
物
語
を
我
」
は
百

日
後
に
小
石
川
あ
た
り
で
友
人
か
ら
聞
い

た
。

「
我
」（
筆
者
）
が
知
っ
た

経
緯
ま
で
を
記
す
。

47

新
道
通
な
き
事

町
中
新
道
も
松
平
伊
豆
守
の
考
案
で
酉
の
火

災
後
に
で
き
た
が
、
商
家
が
軒
を
並
べ
て
道

を
狭
め
て
し
ま
っ
た
た
め
、
御
詮
議
に
よ
り

焼
跡
の
新
道
は
前
後
を
ふ
さ
い
で
住
民
を
追

い
出
し
た
。

10

谷
ノ
御
蔵
御
や
う
が

い
の
事

横
山
二
丁
目
は
、
西
側
を
残
し
東
側
の
家
屋

を
取
り
除
け
て
広
小
路
と
し
た
。
谷
ノ
御
蔵

へ
類
火
が
及
ば
ぬ
配
慮
で
あ
る
。
本
両
国
橋

か
ら
横
山
町
、
ど
う
ぼ
う
町
か
り
橋
ま
で
幅

二
間
の
堀
を
通
し
て
隅
田
川
の
水
を
通
わ
せ

た
。

5

処
々
替
地
之
事

湯
島
六
丁
目
、
地
獄
谷
を
は
じ
め
と
す
る
土

地
の
替
地
と
し
て
、佐
竹
右
京
大
夫
中
屋
敷
・

松
平
越
前
守
中
屋
敷
・
松
平
加
賀
守
中
屋
敷
・

上
寺
町
五
ヶ
寺
跡
が
与
え
ら
れ
、
に
ぎ
や
か

な
商
い
の
町
と
な
っ
た
。

9

寺
院
破
却
之
事

五
十
年
以
来
建
立
の
寺
で
焼
け
失
わ
れ
た
も

の
は
建
立
を
許
さ
ず
、
残
っ
た
寺
も
一
代
で

破
却
せ
よ
と
の
仰
せ
。
多
く
の
僧
は
路
頭
に

迷
い
、
遁
世
修
行
に
で
る
や
ら
、
還
俗
す
る

や
ら
。
僧
の
堕
落
ぶ
り
が
御
上
に
聞
こ
え
た

こ
と
に
よ
る
処
置
。

幕
府
の
政
策
に
よ
る
寺
院

破
却
。
僧
の
堕
落
ぶ
り
。

21

帯
刀
仁
愛
科
人
帰
宅

之
事

石
出
帯
刀
、
牢
屋
の
科
人
を
情
に
よ
っ
て
放

つ
。
放
た
れ
た
も
の
の
中
の
伊
豆
の
者
と
駿

河
の
者
、
逃
亡
せ
ん
と
し
て
大
磯
ま
で
来
た

が
、
伊
豆
の
男
は
改
心
し
て
江
戸
へ
戻
っ
た

の
で
帯
刀
に
罪
を
許
さ
れ
た
。
駿
河
の
男
は

故
郷
に
戻
っ
た
が
人
々
に
疎
ま
れ
て
捕
え
ら

れ
、
江
戸
に
連
行
さ
れ
て
小
塚
原
で
処
刑
さ

れ
た
。

石
出
帯
刀
に
つ
い
て
は
巻

四
の
記
事
と
重
複
。
そ
れ

に
、
い
か
に
も
類
型
的
な

後
日
譚
が
付
加
さ
れ
て
い

る
が
、「
む
さ
し
あ
ぶ
み
」

の
記
述
に
よ
る
か
。

86
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十

木
幡
氏
現
在
六
道
物

語

火
災
後
に
筆
者
が
京
の
北
野
天
満
宮
の
茶
屋

で
出
会
っ
た
諸
国
行
脚
の
僧
の
話
。
僧
は
、

武
家
に
生
ま
れ
た
が
浪
人
の
後
商
人
と
な

り
、
木
幡
甚
七
と
名
を
改
め
て
平
安
に
暮
ら

し
て
い
た
。
天
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日
の

大
火
に
罹
災
し
、
目
前
に
六
道
を
見
た
こ
と

で
無
常
を
感
じ
て
出
家
し
た
と
い
う
。
火
災

に
よ
る
焦
熱
地
獄
、
焼
け
出
さ
れ
た
の
ち
の

餓
鬼
道
、
諸
大
名
の
館
か
ら
解
き
放
た
れ
た

馬
が
市
中
を
駆
け
巡
る
畜
生
道
、
盗
難
・
殺

人
が
横
行
す
る
修
羅
道
、
類
火
を
幸
運
に
も

逃
れ
た
人
た
ち
の
人
道
、
将
軍
を
は
じ
め
と

す
る
諸
大
名
が
変
ら
ず
繁
栄
す
る
天
道
で
あ

る
と
語
る
。

聞
き
書
き
形
式
に
よ
る
長

文
。
武
家
に
対
す
る
批
判

的
感
情
が
読
み
取
れ
る
。

「
む
さ
し
あ
ぶ
み
」
の
、
楽

斎
房
が
江
戸
か
ら
来
た
小

間
物
売
り
と
北
野
天
満
宮

で
出
会
い
話
を
聞
く
と
い

う
趣
向
と
類
似
。
六
道
巡

り
も
「
む
さ
し
あ
ぶ
み
」

に
見
ら
れ
る
趣
向
。

114

世
人
の
囀
凶
と
成
事

大
火
の
前
月
に
江
戸
市
中
で
流
行
し
た
「
江

戸
は
い
ふ
き
の
対
道
具
」
と
い
う
刷
り
物
に

つ
い
て
記
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
凡
か
は
つ

た
ぞ
や
、
ゆ
か
し
い
ぞ
や
」
等
の
「
ぞ
や
言

葉
」
が
流
行
し
、
大
火
を
呼
び
起
こ
し
た
と

述
べ
る

大
火
前
の
凶
兆
と
な
る
流

行
語
。

40

殺
生
一
子
に
報
ふ
因

果
物
語

赤
坂
田
町
の
商
人
に
い
た
春
は
評
判
の
良
い

奉
公
人
で
あ
っ
た
が
、「
さ
り
が
た
き
業
因
」

の
た
め
、
初
春
の
日
数
も
立
や
ら
ぬ
夕
暮
に

放
火
を
し
て
捕
ま
っ
た
。
各
所
に
面
を
さ
ら

し
、
品
川
鈴
の
森
に
て
火
刑
。
常
州
の
山
里

の
農
民
で
あ
っ
た
父
親
が
、
利
欲
に
お
ぼ
れ

て
鳥
獣
の
殺
生
を
好
ん
だ
報
い
だ
と
い
う
。

八
百
屋
お
七
と
も
類
似
し

た
、
少
女
に
よ
る
放
火
事

件
。
孝
行
の
強
調
。

53

悪
党
誅
罰
軽
重
不
放

同
事

七
人
の
放
火
犯
が
二
月
十
六
日
に
江
戸
市
中

を
引
き
渡
さ
れ
、
二
十
七
日
に
至
る
ま
で
五

か
所
の
辻
に
面
を
さ
ら
し
、
千
住
小
塚
原
で

処
刑
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
の
内
訳
は
、
斬
刑

四
名
、
は
り
付
け
二
名
火
あ
ぶ
り
一
人
で

あ
っ
た
と
す
る
。

8

玉
作
籠
死
、
附
鈴
森

に
送
事

玉
作
兵
右
衛
門
と
い
う
浪
人
が
、
一
人
の
目

明
し
の
訴
え
に
よ
り
放
火
犯
と
し
て
捕
縛
。

し
か
し
犯
行
を
否
認
し
証
拠
も
不
充
分
で

あ
っ
た
た
め
に
、両
人
と
も
に
入
牢
と
な
る
。

玉
作
は
、「
一
た
び
縄
目
の
は
ぢ
め
に
け
が

れ
、
悪
名
を
う
け
た
る
身
」
と
、
恥
辱
に
耐

え
き
れ
ず
舌
を
噛
み
切
っ
て
自
害
。
真
相
不

明
の
ま
ま
、
遺
体
は
三
日
間
さ
ら
さ
れ
、
引

き
渡
し
の
上
品
川
鈴
の
森
で
鑓
通
し
の
刑
に

処
さ
れ
た
、

放
火
犯
の
誤
認
逮
捕
に
対

す
る
批
判
か
。

47

士
商
四
人
誅
罰
之
事

本
間
小
兵
衛
と
森
伝
右
衛
門
と
い
う
素
行
の

悪
い
浪
人
が
、
窃
盗
目
当
て
で
放
火
を
試
み

て
捕
縛
。
ま
た
、
雷
電
七
郎
右
衛
門
と
八
蔵

と
が
彼
ら
の
手
下
と
し
て
同
時
に
捕
ま
っ
た

が
、
そ
の
罪
状
は
「
い
ま
だ
是
非
分
明
な
ら

ず
」。

「
追
て
か
ん
が
へ
記
す
べ
き

も
の
な
り
」
と
結
ば
れ
て

い
る
。
こ
れ
も
捜
査
へ
の

不
審
か
。

17
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十

喜
三
郎
賢
心
を
不
知

事

喜
三
郎
は
、
京
西
陣
の
生
ま
れ
、
賢
い
美
少

年
で
あ
っ
た
が
、
貧
し
さ
の
た
め
十
一
歳
で

江
戸
小
石
川
の
薬
師
の
も
と
に
奉
公
に
出
さ

れ
た
。
そ
の
三
年
後
の
二
月
下
旬
、
喜
三
郎

は
主
人
の
家
に
放
火
を
し
、
近
所
の
者
に
捕

え
ら
れ
る
。
主
人
は
、
幼
い
子
供
の
火
遊
び

に
過
ぎ
な
い
と
か
ば
う
が
、
い
つ
し
か
噂
と

な
っ
て
広
ま
り
、
評
定
所
へ
訴
え
ら
れ
て
し

ま
う
。
そ
し
て
、
老
中
・
寺
社
奉
行
・
両
町

奉
行
な
ど
出
席
の
評
議
と
な
り
、
な
ぜ
放
火

を
し
た
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
待
遇
の
悪
さ

へ
の
恨
み
か
ら
放
火
し
た
と
白
状
し
た
。
哀

れ
な
身
の
上
に
同
情
し
て
み
な
涙
を
流
し
た

が
、
そ
の
罪
は
明
白
で
ど
う
に
も
な
ら
ず
、

獄
屋
へ
送
ら
れ
て
処
刑
を
待
つ
。

幼
い
放
火
犯
に
極
め
て
同

情
的
。
老
中
・
奉
行
ま
で

が
涙
し
て
哀
れ
む
展
開
は

不
自
然
と
も
。
放
火
取
締

の
厳
し
さ
へ
の
揶
揄
か
。

130

十一

七
生
田
密
契
約
之
因

縁
、

後
知
ら
ぬ
よ

ろ
こ
び

森
川
宿
の
八
百
屋
市
左
衛
門
に
は
二
男
と
一

女
七
が
い
た
。七
は
智
恵
す
ぐ
れ
思
慮
深
く
、

親
孝
行
で
類
も
な
く
美
し
い
十
六
の
娘
と

な
っ
た
。
両
親
は
よ
き
婿
を
迎
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
極
月
廿
八
日
の
大
火

で
正
仙
院
に
避
難
し
た
が
、
そ
の
住
持
寵
愛

の
十
七
歳
の
美
少
年
生
田
庄
之
介
は
お
七
を

見
初
め
、
七
の
女
中
雪
を
仲
介
に
文
を
送
っ

た
。
最
初
は
拒
ん
で
い
た
七
で
あ
っ
た
が
、

繰
り
返
し
送
ら
れ
て
く
る
文
と
雪
の
説
得
に

よ
り
心
を
動
か
す
よ
う
に
な
る
。
寺
中
の
者

が
寝
静
ま
っ
た
深
夜
、
雪
の
手
引
き
で
二
人

は
一
間
で
二
人
は
ぎ
こ
ち
な
く
も
逢
瀬
を
楽

し
む
こ
と
と
な
る
。

以
下
、
八
百
屋
お
七
に
関

す
る
内
容
。

手
引
き
の
雪
が
重
要
な
役

割
。
あ
ま
り
に
初
心
で
何

の
行
動
も
で
き
な
い
二
人

を
積
極
的
に
導
く
。

庄
之
介
は
住
職
の
寵
童
と

い
う
設
定
。
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十二

七
浅
痴
あ
や
ま
り
、

付
自
業
自
得
果

初
め
て
の
逢
瀬
の
後
、
互
い
の
思
い
は
高
ま

る
ば
か
り
。
雪
を
仲
立
ち
と
し
て
夜
毎
に

会
っ
て
は
枕
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

が
、
や
が
て
本
郷
の
新
宅
も
整
い
、
別
れ
て

暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
文
を
交
わ
し
続

け
、
時
に
は
庄
之
助
が
忍
ん
で
森
川
宿
を
訪

れ
て
も
い
た
。
お
七
は
両
親
へ
の
孝
心
と
の

間
で
迷
い
苦
し
み
つ
つ
も
、
弥
生
二
日
に
庄

之
助
へ
の
逢
い
た
さ
か
ら
放
火
を
す
る
が
、

す
ぐ
に
見
つ
か
り
奉
行
所
に
連
行
さ
れ
る
。

不
審
に
思
い
放
火
の
理
由
を
尋
ね
る
両
奉
行

の
前
で
、
庄
之
助
に
類
が
及
ぶ
の
を
さ
け
る

た
め
、
あ
え
て
狂
乱
の
体
を
演
じ
、
火
刑
が

確
定
す
る
。
ゆ
き
が
こ
の
こ
と
を
庄
之
助
に

知
ら
せ
る
と
、
自
ら
奉
行
所
へ
行
き
罪
せ
ら

れ
よ
う
と
す
る
が
、
ゆ
き
に
と
ど
め
ら
れ
、

庄
之
助
は
出
家
し
て
お
七
の
後
世
を
弔
う
決

心
を
す
る
。

三
月
十
八
日
の
曙
、
喜
三
郎
、
お
七
を
含
む

六
人
の
放
火
犯
が
牢
か
ら
連
れ
出
さ
れ
、
多

く
の
見
物
人
の
見
る
中
、
江
戸
の
町
の
中
を

引
き
ま
わ
さ
れ
る
。
七
は
衣
装
・
髪
・
化
粧

も
ひ
と
き
わ
美
し
く
目
立
っ
た
が
、
こ
れ
は

特
別
の
配
慮
で
、
雪
が
準
備
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
幼
い
喜
三
郎
と
お
七
が
あ
ま
り
に

哀
れ
な
の
で
警
護
の
侍
が
お
前
た
ち
は
家
に

帰
し
て
も
ら
え
る
と
言
う
。
信
じ
た
二
人
は

喜
ぶ
が
、
処
刑
の
行
わ
れ
る
三
月
十
八
日
、

そ
れ
が
嘘
で
あ
る
こ
と
を
罪
人
の
一
人
か
ら

聞
か
さ
れ
、
愕
然
と
す
る
。

お
七
と
庄
之
助
は
、
人
目

を
忍
ん
で
、
何
度
も
逢
瀬

を
重
ね
る
。

お
七
の
孝
心
が
話
の
流
れ

か
ら
は
不
自
然
な
ほ
ど
に

強
調
。

庄
之
助
は
事
態
を
知
り
、

潔
い
行
動
を
と
ろ
う
と
す

る
。

雪
の
配
慮
に
よ
り
、
七
は

最
期
ま
で
美
し
く
り
り
し

い
姿
に
。
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十三

七
最
期
古
郷
の
伝
言
、

生
田
発
心
之
事

一
度
は
救
わ
れ
る
も
の
と
信
じ
た
七
は
落
胆

す
る
が
、
よ
り
幼
い
喜
三
郎
を
気
遣
い
、
見

苦
し
か
ら
ぬ
最
期
を
遂
げ
る
よ
う
諭
し
、
思

い
が
け
ぬ
縁
と
な
っ
た
こ
と
を
「
男
女
の
き

よ
う
が
い
か
は
る
と
も
、
そ
な
た
も
我
も
お

な
じ
わ
か
葉
の
し
ほ
れ
草
、
行
す
ゑ
は
る
か

に
と
も
な
ひ
語
り
参
ら
せ
ん
」
と
後
世
を
誓

い
合
う
。
そ
こ
に
七
の
兄
吉
左
衛
門（
次
男
、

仏
道
修
行
中
）
が
駆
け
つ
け
、
兄
弟
の
別
れ

を
悲
し
み
合
い
、
お
七
は
さ
ら
に
親
へ
の
不

孝
を
わ
び
る
。
辰
の
下
刻
に
至
り
、
い
よ
い

よ
刑
場
の
鈴
ヶ
森
へ
と
向
か
う
。
沿
道
に
は

多
数
の
見
物
人
。
雪
・
乳
母
・
吉
左
衛
門
が

隠
れ
て
見
送
り
、
両
親
は
見
る
に
堪
え
ず
自

宅
で
待
つ
。
い
よ
い
よ
処
刑
と
い
う
時
、
七

は
許
し
を
得
て
雪
を
呼
び
寄
せ
、
ふ
と
こ
ろ

よ
り
鬢
の
髪
を
取
り
出
し
て
両
親
へ
の
形
見

に
と
渡
し
、
生
田
庄
之
助
へ
の
遺
言
を
も

細
々
と
伝
え
る
。
そ
し
て
、
お
七
・
喜
三
郎

を
含
む
六
人
が
処
刑
さ
れ
る
。
残
さ
れ
た
お

七
の
両
親
は
悲
嘆
に
く
れ
続
け
る
が
、
五
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
、
長
男
と

と
も
に
三
人
で
甲
州
の
山
里
に
行
き
農
民
と

な
る
。
一
方
、
生
田
庄
之
助
は
、
七
と
の
噂

が
江
戸
じ
ゅ
う
に
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
自
害
も
考
え
る
が
、
高
野
山
に
登
っ

て
出
家
し
、
今
に
至
る
ま
で
下
山
し
な
い
。

「
是
は
扨
置
、
右
弐
人
の
微
少
ど
も
、
参
月

廿
八
日
命
お
は
り
し
よ
り
、
江
戸
中
の
貴
賤

爰
か
し
こ
に
寄
集
り
、
お
も
て
に
う
れ
ひ
の

色
を
あ
ら
は
し
、
こ
ゑ
を
や
は
ら
げ
、
こ
と

成
物
語
を
と
ゞ
め
、
昼
夜
此
事
を
の
み
さ
た

と
す
、
然
る
上
は
、
か
ぞ
へ
う
た
に
作
り
て

こ
れ
を
う
た
ひ
、
或
は
道
ゆ
き
い
ろ
は
唄
、

ぢ
ご
く
さ
ん
だ
ん
、
浄
瑠
璃
説
教
、
ふ
し
を

あ
ら
た
め
、
江
戸
市
中
至
ら
ぬ
く
ま
な
く
う

り
あ
る
き
、
の
ち
に
は
、
道
中
五
十
三
つ
ぎ
、

別
而
は
、
洛
中
洛
外
、
大
坂
の
町
々
、
奈
良
、

さ
か
ひ
、
伏
見
、
淀
、
紀
州
若
山
、
す
べ
て

五
畿
内
五
ヶ
国
、
西
は
四
こ
く
、
肥
後
、
島

津
、
或
は
長
崎
、
し
ま
ば
ら
、
其
外
北
国
、

東
は
奥
州
五
十
四
郡
、
ゑ
ぞ
、
松
前
、
そ
と

の
浜
に
至
る
ま
で
、
日
本
六
十
四
州
の
こ
る

方
な
く
う
り
あ
る
く
、
か
ゝ
れ
ば
、
遠
き
国

里
迄
も
誰
し
ら
ず
と
云
事
な
し
。」

巻
十
の
喜
三
郎
が
再
登
場
。

お
七
と
喜
三
郎
の
、
あ
た

か
も
心
中
す
る
恋
人
同
士

の
よ
う
な
や
り
と
り
。

兄
と
の
長
い
愁
嘆
場
。
孝

行
へ
の
こ
だ
わ
り
。

庄
之
助
の
出
家
を
賛
美
。

人
々
が
話
題
に
し
た
の
は
、

二
人
の
幼
い
者
が
処
刑
さ

れ
た
こ
と
の
哀
れ
さ
。
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